
古座川を考える会（串本町内） 議事録（概要版） 

 

日時：平成３０年１月１８日（木）１０：００～１１：１０ 

場所：串本町役場古座分庁舎 ３階 大会議室 
 

    

 

1.開会 

 

2.議事内容 

1)古座川を考える会の設立趣旨・規約について 

2)古座川の現状と課題及び河川整備計画の目標と整備内容について 

 

3.審議内容及び決定事項 

3.1 設立趣旨・規約の承認 

 古座川を考える会の設立趣旨・規約について、事務局から説明を行い、委員の承認を得た。 

 

3.2 古座川の現状と課題及び河川整備計画の目標と整備内容について 

 古座川の現状と課題及び河川整備計画の目標と整備内容について事務局から説明。 

説明に対する委員からの主な意見・質問は以下のとおり。 

 

〈主な意見・質問〉 

◆河川が増水すると大量の流木やゴミなどが流れてくるので処理して欲しい。（委員） 

→維持管理の中で必要に応じ対応していきたい。（事務局） 

 

◆港湾の浚渫をしてもすぐに埋まってしまうが、河口の消波ブロックを少し延長すれば、

随分改善されると思う。消波ブロックの高さを抑えておけば水が越せないか。（委員） 

→港湾の施設として航路や泊地の水深を確保するなど機能を維持していく必要がある一方、

一般的に消波ブロックなどの施設を整備すると川の流れを阻害する要因となるため、従

前より、波の進入を抑えつつ、出水時には洪水を流すことができるように、浚渫の土砂

を流用し、河口の砂州を維持している。（事務局） 



◆下流の川底が浅くなっているので全体的に掘削できないか。（委員） 

→堆積した土砂を全体的に掘削するとなれば、多大な費用と相当の期間を必要とすること

から、今回の河川整備計画では中小規模の出水に対して、家屋浸水被害を解消するよう

に段階的な整備内容としている。（事務局） 

 

◆掘削にあたり、濁水対策を適切に行って欲しい。（委員） 

→掘削工事にあたっては、濁水対策の内容などを事前に説明の上、進めていきたいと考え

ている。（事務局） 

 

◆古座橋付近の中洲の掘削にあたり、野鳥は関係するのか。（委員） 

→学識経験者からの意見を伺う河川整備審議会の審議の中で確認していきたい。（事務局） 

 

◆以前は住民で対応していたが、土砂の堆積が進んで地元では対応できない場所があるた

め、土砂を撤去して欲しい。（委員） 

→維持管理の中で必要に応じ対応していきたい。（事務局） 

 

3.3 今後のスケジュールについて 

 今後のスケジュールについて事務局から説明。 

 

4.閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 


